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KYOTO JAPAN

制振ダンパーを有する橋梁における三次元ダンパー部材抵抗と橋全体系応答性状の把握
１.研究の目的と達成に向けた目標
実大・実速度による制振ダンパーの一方向・三方向加力実験と、制振ダンパーを有する上部構造模型

の振動実験を実施して、質の高い抵抗・応答データを取得し、橋全体系の耐震設計法の高度化に直接資
することができる抵抗・応答評価法を開発する。本研究では、日本最大動的加力試験機と世界最大震動
台を用いた実験による質の高いフィジカル空間データの取得を核として、本研究の目的を達成するため、
以下を目標として実施する。
①制振ダンパーの取付部を含む抵抗性能の把握
②制振ダンパーを有する上部構造の三次元応答性状の把握
③制振ダンパーを有する橋の耐震設計に向けた抵抗性能・作用効果の評価
２.これまでの研究経過・目標の達成状況
研究１年目は、設定した目標より、「①制振ダンパー単体の設計で意図する一方向抵抗性能データの

取得、②制振ダンパー等を有する上部構造の試験体の設計を実施する」ことを計画した。
大型実験実施を確実にするため、関

係機関と各種調整を実施した。
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（2025, 2026年度）することに合意
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2.これまでの研究経過、目標の達成状況
l 橋梁用制振ダンパーの現状・地震被害調査に基づく対象ダンパーの選定
2011年東北地方太平洋沖地震および2016年熊本地震の強震域に存在する制振橋梁と、国総研が強震モ

ニタリングシステムを設置している橋梁、また近畿地方整備局の協力により8事務所より提供いただいた制
振ダンパー採用橋梁15事例を調査し、本研究の大容量実大ダンパーとして1500kN粘性減衰ダンパーを選
定した（300kN粘性減衰ダンパーも選定）。
l 橋梁用制振ダンパー取付部設計の実態
地震被害はダンパー本体ではなく取付部で発生している。ダンパー設計図書を確認すると、その取付部

の詳細設計は「落橋防止システム設計の手引き（橋建協）」を準拠（許容応力度設計）しており、変形に
より減衰力を発揮するダンパーの取付部の設計として、剛性・変形に対する要求、確認がなされないこと
が大きな課題であると考えた。取付部を含むダンパーの挙動の確認が重要と判断。
l 東日本大震災強震域における制振橋梁の調査
東日本大震災強震域おける制振橋梁（阿武隈橋・鳴瀬橋）の現地調査（9月4日）を実施。損傷が報告さ

れていない阿武隈橋型の取付部をE-アイソレーションにおける実大実験の対象とし、損傷が報告されてい
る鳴瀬橋型を京都大学における縮小実験の対象とし、試験体の設計を行った。

2年目研究の京都大学における試験体設計
（300kNダンパー用）

2011年時 2024年時2011年時 2024年時

１年目研究のE-アイソレーションにおける試験体設計
（1500kNダンパー用）
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l ①制振ダンパー単体の設計で意図する一方向
抵抗性能データの取得

調査により取付部を含むダンパーの挙動の確認が
重要と判断したこと、また共同研究ダンパーメー
カー試験機能力を確認したことより、当初計画の
制振ダンパー単体の一方向抵抗性能実験はダン
パーメーカーで実施し、E-アイソレーションでは
２年目実施予定であった「取付部を有する制振ダ
ンパーの設計で意図する方向への加振実験に基づ
く抵抗性能データの取得」へと目標を上げ、現在、
試験体設計を完了した。現在、製作に向け準備中。
2025年2月末に納品、3月6～14日に実験予定。

A3 1:40

▽1FL

▽1FL+5400

▽1FL+4020

30
00

50
0

8@
50
0=
40
00

90
0

39
0

20
0

25
00

54
00

84
00

30 ▽1FL+4435

ロードセル
(LUK-S-3MN)

制振実験用治具1

10001405

2410
2960 466500200 15

71
12
16

10
0

12
5

30
5

受け梁1 受け梁2

▽1FL+3695

▽1FL+2254

1年目研究におけるE-アイソレーションによる動的加振実験
（ブラケット付き1500kNダンパー）

設計で意図する

一方向加振

l 東日本大震災強震域における制振橋梁のダンパー取付部に対する検討
鈑桁フランジ部に落橋防止システム(ケーブル)を設置する場合、フランジ両側への設置が基本であり、

「やむを得ず」片側のみに設置する計算例が「手引き」示されていた（現行手引きでは削除）。制振ダン
パーはフランジ片側のみに設置されることがほとんどであり、その詳細は「手引き」を参照されている。
設計事例に基づき、設計で確認されていない剛性・変形の解析を進めている。

国交省提供資料に基づく再現図面

Hf =1950 kN

1.216 m

0.415 m 0.415 m

1185.6kN･m

⊕

⊖

0.550 m

2.90 m

-2371.2kN･m

「手引き」を踏まえた立体構造力学モデル
有限要素
三次元モデル
解析結果一例

[mm]

0.785 + 8.073×10-4×1216
+3.08×10-3×1216 = 5.51 [mm]
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l ②制振ダンパー等を有する上部構造の試験体の設計
２年目研究として、制振ダンパーを有する上部構造試験体の加振実験を予定しており、その設計を目標とし
た。上部構造として鋼鈑桁を想定し、桁ウェブ部にダンパーを取り付ける耐震補強を模擬した上部構造試験
体を計画した。桁ウェブはブラケット裏面補強も再現し、ウェブを取り替え可能とすることにより、複数の
載荷実験を可能とする設計とした。E-ディフェンス震動台側の上部構造試験体の一部を今年度製作予定であ
り、現在、製作に向け準備中。2025年2月末に納品予定。

3. 研究の見通し
１年目 ①制振ダンパー単体の設計で意図する一方向抵抗性能データの取得

①取付部を有する制振ダンパーの加振実験に基づく一方向抵抗性能データの取得（当初２年目）
②制振ダンパーを有する上部構造模型設計

２年目 ①制振ダンパー単体の設計で意図する一方向抵抗性能データの取得（他形式ダンパー）
①取付部を有する制振ダンパーの加振実験に基づく一方向抵抗性能データの取得
②取付部を有する制振ダンパーの三次元加振実験に基づく
制振ダンパーの挙動（当初３年目）
②上部構造模型の製作
③制振ダンパーの抵抗性能に関する評価法

３年目 ②上部構造模型の一方向加振実験に基づく橋全体系の
三次元応答データの取得
③制振ダンパーを有する橋全体系の動的解析の検証と妥当性確認 E-ディフェンスによる加振実験案（3年目）
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2年目研究におけるE-ディフェンスによる動的加振実験計画
（上部構造鋼鈑桁ウェブ部裏面補強＋ブラケット付き1500kNダンパー）
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